
計画の区分： 学部の学科の設置

　　　　　（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　３　大学番号の欄については、平成３１年４月２日付事務連絡「履行状況報告書の提出について

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　（夜間）　　０４７-４７５-２１１１

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０４７-４７８-０２５９

　　　ｅ－mail　　soumu@p.chibakoudai.jp

　　担当部局（課）名　総務部　総務課

　　　職名・氏名　　総務課長
ソウムカチョウ

　畑
ハタ

　憲作
ケンサク

　　　電話番号　　０４７-４７８-０２０８

令和元年５月１日現在

　作成担当者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人千葉工業大学　　

[平成２８年度設置］

　　　　　　　　　　　　　　　注１

千葉工業大学　工学部　機械工学科

届出

大学番号：０００
注３

大学番号：０４８
注３
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（セトクマ　オサム）

瀬戸熊　修

（平成24年2月）

（コミヤ　カズヒト）

小宮　一仁

（平成24年6月）

（ヒラツカ　ケンイチ） （オオチ　マサシ）

平塚　健一 相知　政司

（平成27年4月） （平成29年4月）

（チョウ　ケイゾウ）

長　敬三

（平成31年4月）

（タキノ　ヒデオ）

瀧野　日出雄

（平成28年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成３０年度に報告済の内容　→（30）

　　　　　　令和元年度に報告する内容　→（元）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

学 部 長

学科長等

学内人事異動のため（29）
学内人事異動のため（元）

学　　長

職　　名

理 事 長

（４） 管理運営組織

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人千葉工業大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　千葉工業大学

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　（津田沼校舎）
　　　〒２７５－００１６

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　ください。

　　　　千葉県習志野市津田沼２丁目１７番１号
　　　（新習志野校舎）
　　　〒２７５－００２３
　　　　千葉県習志野市芝園２丁目１番１号
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２７年度開設の４年制の学科の完成年度を超えて報告する場合（令和元年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を超えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　

　工学部

　　　機械工学科

　　学士（工学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

140人 - 人 140人 - 人 140人 - 人 140人 - 人

6,751 - 5,980 - 6,096 - 6,874 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ 4 ] [ - ] [ 4 ] [ - ] [ 5 ] [ - ] [ 4 ] [ - ]

6,602 - 5,852 - 5,959 - 6,711 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ 4 ] [ - ] [ 4 ] [ - ] [ 4 ] [ - ] [ 4 ] [ - ]

787 - 1,037 - 1,299 - 1,423 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ 2 ] [ - ] [ 1 ] [ - ] [ 3 ] [ - ] [ 2 ] [ - ]

159 - 148 - 173 - 156 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ 2 ] [ - ] [ 1 ] [ - ] [ 2 ] [ - ] [ 1 ] [ - ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお、計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

－

(　-　)

[ 　-　 ]

1.111.13

Ｂ　 入学者数

(　-　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　考
学位又は学科の

分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

4 140 - 560

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

工学関係
年 人 年次 人

編入学定員

1.05 1.23

[ 　-　 ] [ 　-　 ]

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和元年度平成２８年度 平成２９年度

備　　考

開設年度から報
告年度までの平
均入学定員超過

率

平均入学定員
超 過 率

1.13倍

[ 　-　 ]

平成３０年度

(　-　) (　-　)
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

159 - 152 - 180 - 166 -

[ 2 ] [　-　] [ 1 ] [ - ] [ 2 ] [ - ] [ 1 ] [ - ]

（ - ） （ - ） （ 4 ） （ - ） （ 7 ） （ - ） (10) （ - ）

153 - 142 - 174 -

[ 2 ] [ - ] [ 1 ] [ - ] [ 2 ] [ - ]

（ - ） （ - ） （ 6 ） （ - ） (8) （ - ）

150 - 141 -

[ 2 ] [ - ] [ 1 ] [ - ]

（ - ） （ - ） (8) （ - ）

142 -

[ 2 ] [ - ]

（ - ） （ - ）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

備　　　　　考

平成29年度在学者2年次、転部転科制度による転入者2
名、転出者1名（H29）
令和元年度在学者3年次、編入学制度による編入者4名
（元）

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和元年度平成３０年度

計

159 305

４年次

１年次

２年次

３年次

(26)

623

（ - ） （ 4 ） （ 13 ）

472

[ 2 ] [ 3 ] [ 5 ] [ 6 ]

平成２８年度 平成２９年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

平成２７年度 - 人 - 人

平成２８年度 1 人 0 人 健康上の理由（1人）

平成２７年度 - 人 - 人

平成２８年度 8 人 0 人
家庭の事情（1人）、学費未納（2人）、就学意欲の低下（3
人）、進路変更（2人）

平成２９年度 4 人 0 人 学力不足（1人）、就学意欲の低下（1人）、進路変更（2人）

平成２７年度 - 人 - 人

平成２８年度 3 人 0 人 家庭の事情（1人）、学力不足（1人）、進路変更（1人）

平成２９年度 3 人 0 人 学力不足（1人）、進路変更（2人）

平成３０年度 0 人 0 人

平成２７年度 - 人 - 人

平成２８年度 2 人 0 人 経済的理由（1人）、進路変更（1人）

平成２９年度 2 人 0 人 健康上の理由（1人）、進路変更（1人）

平成３０年度 0 人 0 人

令和元年度 0 人 0 人

23 人 23 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

・ 各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

・ 内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

・ 在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

・ 「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

・就職 ・学生個人の心身に関する事情 ・家庭の事情 ・除籍 ・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２８年度】

平成２８年度の退学者数（ａ） 1
平成２８年度の在学者数（ｂ） 159

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 12
平成２９年度の在学者数（ｂ） 305

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 6
平成３０年度の在学者数（ｂ） 472

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 4
令和元年度の在学者数（ｂ） 623

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

0.62 ％

3.93 ％

= = 0.64 ％

1.27 ％=

=

=

=

=

=

人

12

合　　計

人

平成３０年度 472 人 6 人

人令和元年度 623 人 4

人平成２９年度 305

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

区　分

対象年度
うち留学生数

平成２８年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

1人159
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 9 1前 1 9
1前 1 　 　 　 　 7 1前 1 　 　 　 　 15
1後 1 　 　 　 9 1後 1 　 　 　 11
1後 1 　 　 　 　 7 1後 1 　 　 　 　 19
2前 1 　 　 　 　 7 2前 1 　 　 　 　 14
2前 1 　 　 　 　 3 2前 1 　 　 　 　 11
2後 1 　 　 　 　 7 2後 1 　 　 　 　 13
2後 1 　 　 3 2後 1 　 　 13
1前 1 6 1前 1 14
1前 1 4 1前 1 20
1後 1 6 1後 1 19
1後 1 4 1後 1 26
2前 1 9 2前 1 20
2前 1 5 2前 1 18
2後 1 7 2後 1 17
2後 1 7 2後 1 14
1前 1 7 1前 1 5
1前 1 9 1前 1 3
1後 1 7 1後 1 7
1後 1 9 1後 1 2
2前 1 7 2前 1 7
2前 1 3 2前 1 5
2後 1 7 2後 1 5
2後 1 3 2後 1 4
1前 1 10 1前 1 14

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

1前・後 2 3

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

1前・後 2 4

1前・後 2 9 1前・後 2 9
1前 1 1 1前 1 1
1前 1 1 1前 1 1
1後 1 1 1後 1 1
3前 1 1 3前 1 1 1
- 9 24 0 0 0 0 0 0 57 - 9 24 0 1 1 84

1前・後
2前 2 6

1前・後
2前 2 12

1前・後
2前 2 9

1前・後
2前 2 15

1前・後
2前 2 9

1前・後
2前 2 14

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 4

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 6

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 4

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 2

1前・後
2前 2 2

1前・後
2前 2 1

1前・後
2前 2 2

1前・後
2前 2 5

1前・後
2前 2 6

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 3

3前・後
4前 2 2

3前・後
4前 2 5

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 3

1前・後
2前 2 5

1前・後
2前 2 4

1前・後
2前 2 2

1前・後
2前 2 2

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 4

3前・後
4前 2 2

3前・後
4前 2 2

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 8

3前・後
4前 2 4

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 3

2後 2 19 2後 2 24
2後 2 17 2後 2 13
- 6 40 0 0 0 0 0 0 60 - 6 40 0 70

3前 1 2 3前 1 3
3後 1 2 3後 1 3
3前・後
4前・後 1 2 3前・後

4前・後 1 1
3前・後
4前・後 2 5 3前・後

4前・後 2 13
1・2・3・4 1 1 1・2・3・4 1 1
1・2・3・4 1 1 1・2・3・4 1 1
1・2・3・4 1 1 1・2・3・4 1 1
1・2・3・4 1 1 1・2・3・4 1 1
4前・後 2 5 4前・後 2 16
- 0 11 0 0 0 0 0 0 14 - 0 11 0 31

＜工学部　機械工学科＞

（１）ー① 授業科目表
【認可時又は届出時】 【令和元年度】

英語コミュニケーションＡ１ 英語コミュニケーションＡ１

ステップアップ・イングリッシュ２ ステップアップ・イングリッシュ２

英語コミュニケーションＡ２ 英語コミュニケーションＡ２

英語コンプリヘンションＡ１ 英語コンプリヘンションＡ１

アドバンスト・コミュニケーションＡ１

英語コミュニケーションＢ１

アドバンスト・コミュニケーションＢ１

英語コミュニケーションＣ１

センテンス・ストラクチャ２ センテンス・ストラクチャ２

英語コミュニケーションＢ２ 英語コミュニケーションＢ２

アドバンスト・コンプリヘンションＢ１ アドバンスト・コンプリヘンションＢ１

２　授業科目の概要

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

アドバンスト・コミュニケーションＡ１

英語コンプリヘンションＡ２ 英語コンプリヘンションＡ２

アドバンスト・コミュニケーションＡ２ アドバンスト・コミュニケーションＡ２

センテンス・ストラクチャ１ センテンス・ストラクチャ１

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
ス
キ
ル

ステップアップ・イングリッシュ１

英語コミュニケーションＣ１

英語コンプリヘンションＣ２ 英語コンプリヘンションＣ２

英語コミュニケーションＣ２ 英語コミュニケーションＣ２

アドバンスト・コンプリヘンションＣ１ アドバンスト・コンプリヘンションＣ１

アドバンスト・コミュニケーションＢ１

アドバンスト・コンプリヘンションＢ２ アドバンスト・コンプリヘンションＢ２

アドバンスト・コミュニケーションＢ２ アドバンスト・コミュニケーションＢ２

英語コンプリヘンションＣ１ 英語コンプリヘンションＣ１

英語コミュニケーションＢ１

人
間
力
養
成

スポーツ科学 人
間
力
養
成

スポーツ科学
初年次教育 初年次教育

アドバンスト・コミュニケーションＣ１ アドバンスト・コミュニケーションＣ１

アドバンスト・コンプリヘンションＣ２ アドバンスト・コンプリヘンションＣ２

アドバンスト・コミュニケーションＣ２ アドバンスト・コミュニケーションＣ２

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
ス
キ
ル

ステップアップ・イングリッシュ１

キャリアデザイン１ キャリアデザイン１
キャリアデザイン２ キャリアデザイン２
キャリアデザイン３ キャリアデザイン３

日本語表現法 日本語表現法

情報処理 情報処理

人
間
・
社
会
・
自
然
の
理
解

哲学

人
間
・
社
会
・
自
然
の
理
解

哲学

倫理学 倫理学

身体と健康の科学 身体と健康の科学

憲法と社会 憲法と社会

政治と社会

文学と芸術 文学と芸術

歴史と人間 歴史と人間

心理学 心理学

環境科学概論 環境科学概論

生命科学 生命科学

地球科学 地球科学

経済学

国
際
理
解

異文化理解
国
際
理
解

異文化理解

言語と文化１ 言語と文化１

言語と文化２ 言語と文化２

グローバル時代の法 グローバル時代の法

国際社会論 国際社会論

経済学

政治と社会

現代社会論 現代社会論

科学技術史 科学技術史

イングリッシュアクティブラーニング１ イングリッシュアクティブラーニング１

イングリッシュアクティブラーニング２ イングリッシュアクティブラーニング２

イングリッシュアクティブラーニング３ イングリッシュアクティブラーニング３

課題探究セミナー
総合学際科目

ソーシャルアクティブラーニング ソーシャルアクティブラーニング

国際インターン 国際インターン
国内インターン 国内インターン

教
養
共
通
科
目

小計（23科目）

教
養
共
通
科
目

小計（23科目）

教
養
科
目

教
養
特
別
科
目

小計（9科目）

教
養
科
目

教
養
特
別
科
目

小計（9科目）

小計（31科目）

教
養
基
礎
科
目

教
養
基
礎
科
目

小計（31科目）

ボランティア ボランティア
総合科学特論 総合科学特論

物理の世界と先端技術 物理の世界と先端技術

物質科学 物質科学

総
合

スポーツアクティブラーニング スポーツアクティブラーニング

総
合

課題探究セミナー
総合学際科目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 3 1前 2 3
1前 2 3 1前 2 3
1前 2 2 1前 2 3
1前 2 2 1前 2 2
1後 2 3 1後 2 3
1後 2 3 1後 2 3
1前～2後 2 4 1前～2後 2 8
1前～2後 2 8 1前～2後 2 8
2後 2 2 2後 2 1
- 12 6 0 0 0 0 0 0 22 - 12 6 0 30

1前 2 5 4 4 3 1前 2 6 6 3 1
1後 2 5 4 4 3 1後 2 6 6 3 1
1後 2 5 4 3 2 1後 2 6 7 3
1後 2 1 1後 2 2
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
2前 2 2 2前 2 2
2前 2 2 2前 2 2
2前 2 1 1 2前 2 1 1
2前 2 1 3 2前 2 1 1 2 1
2前 1 1 1 2前 1 1 1
2前 2 1 2前 2 2
2後 2 1 2後 2 1
- 21 4 0 5 4 0 3 0 3 - 21 4 0 6 7 3 2
2後 2 2 2後 2 1 1
3前 2 1 3前 2 1
3後 2 1 3後 2 1 1
3後 2 1 3後 2 1
2後 2 1 2後 2 1
3前 2 1 3前 2 1
3前 2 1 3前 2 1
3後 2 1 3後 2 1
2後 2 1 1 2後 2 1 1
3前 2 1 1 3前 2 1 1
3後 2 1 3後 2 1
4前 2 1 4前 2 1
2後 2 1 1 2後 2 1 1
3前 2 1 1 3前 2 1
3後 2 1 3後 2 1
2後 2 1 1 2後 2 1 1
2後 2 1 3 2後 2 1 3 2
3前 2 1 2 3前 2 1 2
3後 2 1 1 3後 2 1 1 1
2後 2 1 2後 2 1
3前 2 1 3前 2 1
3前 2 5 4 3 2 3前 2 6 6 2
3前 2 1 3前 2 1
3前 2 2 1 3前 2 2 1
3後 2 1 3後 2 1
3後 2 1 3後 2 1
3後 2 5 4 3 2 3後 2 6 6 3
3前 2 5 3 1 2 3前 2 5 5 1
3後 2 5 3 1 2 3後 2 5 5 1
4前 2 5 4 3 2 4前 2 6 6 3
4後 2 5 4 3 2 4後 2 6 6 3
4通 5 5 4 3 2 4通 5 6 6 3
- 31 36 0 5 4 0 3 0 3 - 31 36 0 6 6 3 4
- 79 121 0 5 4 0 3 0 118 - 79 121 0 6 6 3 166

専
門
基
礎
科
目

小計（9科目）

専
門
基
礎
科
目

小計（9科目）

【認可時又は届出時】 【令和元年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

機構学 機構学

物理学実験 物理学実験
確率統計 確率統計

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

数学基礎
物理学基礎 物理学基礎
化学基礎 化学基礎
線形代数 線形代数
微分積分学 微分積分学
物理学応用 物理学応用
化学実験 化学実験

ものづくり基礎演習 ものづくり基礎演習
ものづくり演習 ものづくり演習
機械工学概論 機械工学概論
工業力学 工業力学
機械材料 機械材料

生産加工学 生産加工学

基礎材料力学 基礎材料力学
基礎機械設計 基礎機械設計
基礎機械製図 基礎機械製図

工業数学工業数学

力学総合演習 力学総合演習
基礎機械力学 基礎機械力学

熱力学 熱力学
応用熱力学 応用熱力学

機械力学 機械力学
振動工学 振動工学
制御工学 制御工学

材料力学
応用材料力学 応用材料力学
構造力学 構造力学
材料強度学 材料強度学

自動制御 自動制御

機械設計 機械設計

熱機関 熱機関

応用流れ学 応用流れ学

伝熱工学 伝熱工学
流れ学 流れ学

環境工学 環境工学

技術英語 技術英語
機械の技術史 機械の技術史

計測工学 計測工学

機械製図 機械製図
ＣＡＤ演習 ＣＡＤ演習
応用機械設計製図 応用機械設計製図

機械工学実験２ 機械工学実験２
ゼミナール１ ゼミナール１
ゼミナール２ ゼミナール２

専
門
科
目

材料力学

数学基礎

技術者倫理 技術者倫理
先端機械工学 先端機械工学
機械工学実験１ 機械工学実験１

流体力学 流体力学

工作機械
数値解析 数値解析

工作機械

専
門
基
幹
科
目

小計（13科目）

専
門
基
幹
科
目

小計（13科目）

専
門
展
開
科
目

小計（32科目）

専
門
科
目

専
門
展
開
科
目

小計（32科目）
卒業研究 卒業研究

合計（117科目） 合計（117科目）
卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

以下の条件を満たし、総単位１２４単位以上修得すること。
（教養科目）
必修科目１５単位を含み、３６単位以上
（専門科目）
必修科目６４単位を含み、専門基礎科目から１２単位以上、専門基幹科
目から２１単位以上、専門展開科目から５０単位以上を修得し、専門科
目で８８単位以上
（履修科目の登録の上限：４０単位（年間））

以下の条件を満たし、総単位１２４単位以上修得すること。
（教養科目）
必修科目１５単位を含み、３６単位以上
（専門科目）
必修科目６４単位を含み、専門基礎科目から１２単位以上、専門基幹科目
から２１単位以上、専門展開科目から５０単位以上を修得し、専門科目で
８８単位以上
（履修科目の登録の上限：４０単位（年間））
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 12 1前 1 13
1前 1 　 　 　 　 15 1前 1 　 　 　 　 15
1後 1 　 　 　 12 1後 1 　 　 　 12
1後 1 　 　 　 　 17 1後 1 　 　 　 　 19

2前 1 　 　 　 　 7 2前 1 　 　 　 　 15
2前 1 　 　 　 　 3 2前 1 　 　 　 　 13
2後 1 　 　 　 　 7 2後 1 　 　 　 　 14
2後 1 　 　 3 2後 1 　 　 13
1前 1 20 1前 1 19
1前 1 24 1前 1 22
1後 1 21 1後 1 19
1後 1 26 1後 1 26
2前 1 9 2前 1 18
2前 1 5 2前 1 20
2後 1 7 2後 1 17
2後 1 7 2後 1 15
1前 1 7 1前 1 7
1前 1 2 1前 1 2
1後 1 7 1後 1 7
1後 1 2 1後 1 2
2前 1 7 2前 1 8
2前 1 3 2前 1 4
2後 1 7 2後 1 5
2後 1 3 2後 1 4
1前 1 12 1前 1 14

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

1前・後 2 4

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

1前・後 2 4

1前・後 2 9 1前・後 2 9
1前 1 1 1前 1 1
1前 1 1 1前 1 1
1後 1 1 1後 1 1
3前 1 1 3前 1 1
- 9 24 0 0 0 0 0 0 77 - 9 24 0 0 0 0 0 0 80

1前・後
2前 2 6

1前・後
2前 2 11

1前・後
2前 2 13

1前・後
2前 2 13

1前・後
2前 2 13

1前・後
2前 2 13

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 3

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 4

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 2

1前・後
2前 2 2

1前・後
2前 2 1

1前・後
2前 2 2

1前・後
2前 2 5

1前・後
2前 2 4

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 3

3前・後
4前 2 2

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 3

1前・後
2前 2 5

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 2

1前・後
2前 2 2

1前・後
2前 2 4

1前・後
2前 2 4

3前・後
4前 2 2

3前・後
4前 2 2

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 8

3前・後
4前 2 8

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 3

2後 2 19 2後 2 22
2後 2 17 2後 2 11
- 6 40 0 0 0 0 0 0 64 - 6 40 0 0 0 0 0 0 63

3前 1 2 3前 1 2
3後 1 2 3後 1 2
3前・後
4前・後 1 2 3前・後

4前・後 1 2
3前・後
4前・後 2 5 3前・後

4前・後 2 5
1・2・3・4 1 1 1・2・3・4 1 1
1・2・3・4 1 1 1・2・3・4 1 1
1・2・3・4 1 1 1・2・3・4 1 1
1・2・3・4 1 1 1・2・3・4 1 1
4前・後 2 5 4前・後 2 5
- 0 11 0 0 0 0 0 0 14 - 0 11 0 0 0 0 0 0 14

【平成２８年度】 【平成２９年度】

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

英語コミュニケーションＡ１ 英語コミュニケーションＡ１

ステップアップ・イングリッシュ２ ステップアップ・イングリッシュ２

英語コミュニケーションＡ２ 英語コミュニケーションＡ２

英語コンプリヘンションＡ１ 英語コンプリヘンションＡ１

科目
区分

授業科目の名称

アドバンスト・コミュニケーションＡ１

英語コミュニケーションＢ１

アドバンスト・コミュニケーションＢ１

英語コミュニケーションＣ１

政治と社会 政治と社会

文学と芸術 文学と芸術

英語コミュニケーションＢ１

センテンス・ストラクチャ２ センテンス・ストラクチャ２

英語コミュニケーションＢ２ 英語コミュニケーションＢ２

アドバンスト・コンプリヘンションＢ１ アドバンスト・コンプリヘンションＢ１

アドバンスト・コミュニケーションＡ１

英語コンプリヘンションＡ２ 英語コンプリヘンションＡ２

アドバンスト・コミュニケーションＡ２ アドバンスト・コミュニケーションＡ２

センテンス・ストラクチャ１ センテンス・ストラクチャ１

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
ス
キ
ル

ステップアップ・イングリッシュ１

英語コミュニケーションＣ１

英語コンプリヘンションＣ２ 英語コンプリヘンションＣ２

英語コミュニケーションＣ２ 英語コミュニケーションＣ２

アドバンスト・コンプリヘンションＣ１ アドバンスト・コンプリヘンションＣ１

アドバンスト・コミュニケーションＢ１

アドバンスト・コンプリヘンションＢ２ アドバンスト・コンプリヘンションＢ２

アドバンスト・コミュニケーションＢ２ アドバンスト・コミュニケーションＢ２

英語コンプリヘンションＣ１ 英語コンプリヘンションＣ１

人
間
力
養
成

スポーツ科学 人
間
力
養
成

スポーツ科学
初年次教育 初年次教育

アドバンスト・コミュニケーションＣ１ アドバンスト・コミュニケーションＣ１

アドバンスト・コンプリヘンションＣ２ アドバンスト・コンプリヘンションＣ２

アドバンスト・コミュニケーションＣ２ アドバンスト・コミュニケーションＣ２

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
ス
キ
ル

ステップアップ・イングリッシュ１

キャリアデザイン１ キャリアデザイン１
キャリアデザイン２ キャリアデザイン２
キャリアデザイン３ キャリアデザイン３

日本語表現法 日本語表現法

情報処理 情報処理

国
際
理
解

異文化理解
国
際
理
解

異文化理解

言語と文化１ 言語と文化１

言語と文化２ 言語と文化２

グローバル時代の法 グローバル時代の法

国際社会論 国際社会論

総
合

課題探究セミナー 総
合

課題探究セミナー
総合学際科目 総合学際科目

歴史と人間 歴史と人間

心理学 心理学

環境科学概論 環境科学概論

生命科学 生命科学

地球科学 地球科学

経済学 経済学

現代社会論 現代社会論

科学技術史 科学技術史

人
間
・
社
会
・
自
然
の
理
解

哲学

イングリッシュアクティブラーニング１ イングリッシュアクティブラーニング１

イングリッシュアクティブラーニング２ イングリッシュアクティブラーニング２

イングリッシュアクティブラーニング３ イングリッシュアクティブラーニング３

スポーツアクティブラーニング スポーツアクティブラーニング

物理の世界と先端技術 物理の世界と先端技術

物質科学 物質科学

人
間
・
社
会
・
自
然
の
理
解

哲学

倫理学 倫理学

身体と健康の科学 身体と健康の科学

憲法と社会 憲法と社会

ボランティア ボランティア
総合科学特論 総合科学特論

ソーシャルアクティブラーニング ソーシャルアクティブラーニング

国際インターン 国際インターン
国内インターン 国内インターン

小計（9科目）

教
養
科
目

教
養
特
別
科
目

教
養
科
目

教
養
特
別
科
目

小計（9科目）

教
養
基
礎
科
目

小計（31科目）

教
養
基
礎
科
目

小計（31科目）

教
養
共
通
科
目

小計（23科目）

教
養
共
通
科
目

小計（23科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 3 1前 2 3
1前 2 3 1前 2 3
1前 2 3 1前 2 3
1前 2 3 1前 2 2
1後 2 3 1後 2 3
1後 2 3 1後 2 3
1前～2後 2 4 1前～2後 2 10
1前～2後 2 8 1前～2後 2 7
2後 2 2 2後 2 2
- 12 6 0 0 0 0 0 0 26 - 12 6 0 0 0 0 0 0 32

1前 2 5 6 3 3 1前 2 5 6 3 3
1後 2 5 6 3 3 1後 2 5 6 3 3
1後 2 5 6 3 2 1後 2 5 6 3 2
1後 2 1 1 1後 2 1 1
1後 2 1 1後 2 1
1後 2 1 1後 2 1
2前 2 2 2前 2 2
2前 2 2 2前 2 2
2前 2 1 2前 2 1 1
2前 2 2 2 2前 2 2 2 1
2前 1 1 1 2前 1 1 1
2前 2 1 2前 2 2
2後 2 1 2後 2 1
- 21 4 0 5 6 0 3 0 3 - 21 4 0 5 6 0 3 0 4
2後 2 1 1 2後 2 1 1
3前 2 1 3前 2 1
3後 2 1 1 3後 2 1 1
3後 2 1 3後 2 1
2後 2 1 2後 2 1
3前 2 1 3前 2 1
3前 2 1 3前 2 1
3後 2 1 3後 2 1
2後 2 1 1 2後 2 1 1
3前 2 1 1 3前 2 1 1
3後 2 1 3後 2 1
4前 2 1 4前 2 1
2後 2 1 1 2後 2 1 1
3前 2 1 1 3前 2 1 1
3後 2 1 3後 2 1
2後 2 1 1 2後 2 1 1
2後 2 1 3 2後 2 1 3 1
3前 2 1 2 3前 2 1 2
3後 2 1 1 3後 2 1 1
2後 2 1 2後 2 1
3前 2 1 3前 2 1
3前 2 5 4 3 2 3前 2 5 4 3 2
3前 2 1 3前 2 1
3前 2 2 1 3前 2 2 1
3後 2 1 3後 2 1
3後 2 1 3後 2 1
3後 2 5 6 3 2 3後 2 5 6 3 2
3前 2 5 5 1 2 3前 2 5 5 1 2
3後 2 5 4 1 2 3後 2 5 4 1 2
4前 2 5 6 3 2 4前 2 5 6 3 2
4後 2 5 6 3 2 4後 2 5 6 3 2
4通 5 5 6 3 2 4通 5 5 6 3 2
- 31 36 0 5 6 0 3 0 3 - 31 36 0 5 6 0 3 0 4
- 79 121 0 5 6 0 3 0 148 - 79 121 0 5 6 0 3 0 153合計（117科目）

【平成２８年度】 【平成２９年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

数学基礎
物理学基礎 物理学基礎
化学基礎 化学基礎

機械材料 機械材料
機構学 機構学

専
門
基
幹
科
目

化学実験 化学実験
物理学実験 物理学実験
確率統計 確率統計

線形代数 線形代数
微分積分学 微分積分学
物理学応用 物理学応用

工業数学

自動制御 自動制御

工業数学

ものづくり基礎演習 ものづくり基礎演習
ものづくり演習 ものづくり演習
機械工学概論 機械工学概論
工業力学 工業力学

力学総合演習 力学総合演習
基礎機械力学 基礎機械力学
生産加工学 生産加工学

基礎材料力学 基礎材料力学
基礎機械設計 基礎機械設計
基礎機械製図 基礎機械製図

機械力学 機械力学
振動工学 振動工学
制御工学 制御工学

材料力学 材料力学
応用材料力学 応用材料力学
構造力学 構造力学
材料強度学 材料強度学

熱力学 熱力学
応用熱力学 応用熱力学

機械製図 機械製図
ＣＡＤ演習 ＣＡＤ演習
応用機械設計製図 応用機械設計製図

応用流れ学 応用流れ学
流体力学 流体力学
機械設計 機械設計

熱機関 熱機関
伝熱工学 伝熱工学
流れ学 流れ学

工作機械 工作機械
数値解析 数値解析
環境工学 環境工学

計測工学 計測工学
技術英語 技術英語
機械の技術史 機械の技術史

ゼミナール１
ゼミナール２ ゼミナール２

技術者倫理 技術者倫理
先端機械工学 先端機械工学
機械工学実験１ 機械工学実験１

卒業研究 卒業研究

卒業要件及び履修方法

以下の条件を満たし、総単位１２４単位以上修得すること。
（教養科目）
必修科目１５単位を含み、３６単位以上
（専門科目）
必修科目６４単位を含み、専門基礎科目から１２単位以上、専門基幹科
目から２１単位以上、専門展開科目から５０単位以上を修得し、専門科
目で８８単位以上
（履修科目の登録の上限：４０単位（年間））

卒業要件及び履修方法

以下の条件を満たし、総単位１２４単位以上修得すること。
（教養科目）
必修科目１５単位を含み、３６単位以上
（専門科目）
必修科目６４単位を含み、専門基礎科目から１２単位以上、専門基幹科目
から２１単位以上、専門展開科目から５０単位以上を修得し、専門科目で
８８単位以上
（履修科目の登録の上限：４０単位（年間））

合計（117科目）

機械工学実験２

小計（32科目）

専
門
科
目

専
門
展
開
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

小計（9科目） 小計（9科目）

数学基礎

機械工学実験２
ゼミナール１

小計（13科目） 小計（13科目）

専
門
基
幹
科
目

小計（32科目）

専
門
科
目

専
門
展
開
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 15
1前 1 　 　 　 　 15
1後 1 　 　 　 11
1後 1 　 　 　 　 19
2前 1 　 　 　 　 15
2前 1 　 　 　 　 14
2後 1 　 　 　 　 15
2後 1 　 　 14
1前 1 16
1前 1 22
1後 1 21
1後 1 28
2前 1 20
2前 1 21
2後 1 16
2後 1 14
1前 1 7
1前 1 4
1後 1 7
1後 1 2
2前 1 6
2前 1 4
2後 1 5
2後 1 3
1前 1 14

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

1前・後 2 4

1前・後 2 9
1前 1 1
1前 1 1
1後 1 1
3前 1
- 9 24 0 0 0 0 0 0 82

1前・後
2前 2 12

1前・後
2前 2 13

1前・後
2前 2 13

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 6

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 3

1前・後
2前 2 2

1前・後
2前 2 2

1前・後
2前 2 6

1前・後
2前 2 3

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 3

1前・後
2前 2 4

1前・後
2前 2 2

1前・後
2前 2 5

3前・後
4前 2 2

3前・後
4前 2 3

3前・後
4前 2 5

3前・後
4前 2 2

2後 2 23
2後 2 13
- 6 40 0 0 0 0 0 0 69

3前 1 2
3後 1 2
3前・後
4前・後 1 1
3前・後
4前・後 2 14
1・2・3・4 1 1
1・2・3・4 1 1
1・2・3・4 1 1
1・2・3・4 1 1
4前・後 2 5
- 0 11 0 0 0 0 0 0 19

科目
区分

授業科目の名称

【平成３０年度】

アドバンスト・コミュニケーションＢ２

英語コンプリヘンションＣ１

英語コミュニケーションＢ２

アドバンスト・コンプリヘンションＢ１

アドバンスト・コミュニケーションＢ１

センテンス・ストラクチャ１

英語コミュニケーションＢ１

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

アドバンスト・コミュニケーションＡ１

英語コンプリヘンションＡ２

アドバンスト・コミュニケーションＡ２

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
ス
キ
ル

ステップアップ・イングリッシュ１

英語コミュニケーションＡ１

ステップアップ・イングリッシュ２

英語コミュニケーションＡ２

英語コンプリヘンションＡ１

アドバンスト・コンプリヘンションＢ２

センテンス・ストラクチャ２

アドバンスト・コミュニケーションＣ２

日本語表現法

情報処理

アドバンスト・コンプリヘンションＣ１

アドバンスト・コミュニケーションＣ１

アドバンスト・コンプリヘンションＣ２

英語コミュニケーションＣ１

英語コンプリヘンションＣ２

英語コミュニケーションＣ２

言語と文化２

グローバル時代の法

国際社会論

キャリアデザイン３

国
際
理
解

異文化理解

言語と文化１

人
間
力
養
成

スポーツ科学
初年次教育
キャリアデザイン１
キャリアデザイン２

イングリッシュアクティブラーニング１

イングリッシュアクティブラーニング２

イングリッシュアクティブラーニング３

スポーツアクティブラーニング

倫理学

文学と芸術

歴史と人間

総
合

課題探究セミナー
総合学際科目

地球科学

物理の世界と先端技術

物質科学

科学技術史

環境科学概論

生命科学

政治と社会

経済学

現代社会論

心理学

身体と健康の科学

憲法と社会

人
間
・
社
会
・
自
然
の
理
解

哲学

ボランティア
総合科学特論

ソーシャルアクティブラーニング

国際インターン
国内インターン

教
養
基
礎
科
目

小計（31科目）

教
養
共
通
科
目

小計（23科目）

小計（9科目）

教
養
科
目

教
養
特
別
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 3
1前 2 3
1前 2 3
1前 2 2
1後 2 3
1後 2 3
1前～2後 2 8
1前～2後 2 8
2後 2 2
- 12 6 0 0 0 0 0 0 29

1前 2 6 5 3 2
1後 2 6 5 3 2
1後 2 6 5 3 1
1後 2 2
1後 2 1
1後 2 1
2前 2 2
2前 2 2
2前 2 1 1
2前 2 1 1 2 1
2前 1 1 1
2前 2 2
2後 2 1
- 21 4 0 6 5 0 3 0 4
2後 2 1 1
3前 2 1
3後 2 1 1
3後 2 1
2後 2 1
3前 2 1
3前 2 1
3後 2 1
2後 2 1
3前 2 1 1
3後 2 1
4前 2 1
2後 2 1 1
3前 2 1
3後 2 1
2後 2 1 1
2後 2 1 3 2
3前 2 1 2
3後 2 1 1
2後 2 1
3前 2 1
3前 2 6 5 3 1
3前 2 1
3前 2 2 1
3後 2 1
3後 2 1
3後 2 6 5 3
3前 2 5 4 1 1
3後 2 5 4 1 1
4前 2 6 5 3 1
4後 2 6 5 3 1
4通 5 6 5 3 1
- 31 36 0 6 5 0 3 0 4
- 79 121 0 6 5 0 3 0 160

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。
　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を
　　　　黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。
　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

合計（117科目）
卒業要件及び履修方法

以下の条件を満たし、総単位１２４単位以上修得すること。
（教養科目）
必修科目１５単位を含み、３６単位以上
（専門科目）
必修科目６４単位を含み、専門基礎科目から１２単位以上、専門基幹科
目から２１単位以上、専門展開科目から５０単位以上を修得し、専門科
目で８８単位以上
（履修科目の登録の上限：４０単位（年間））

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【平成３０年度】

数学基礎
物理学基礎
化学基礎

科目
区分

授業科目の名称

機械材料専
門
基
幹
科
目

機構学
工業数学

ものづくり基礎演習
ものづくり演習
機械工学概論
工業力学

化学実験
物理学実験
確率統計

基礎機械設計
基礎機械製図

材料力学
応用材料力学

小計（13科目）

線形代数
微分積分学
物理学応用

卒業研究

機械工学実験２
ゼミナール１
ゼミナール２

技術者倫理
先端機械工学
機械工学実験１

工作機械
数値解析
環境工学

技術英語
機械の技術史

機械製図
ＣＡＤ演習
応用機械設計製図

応用流れ学
流体力学
機械設計

伝熱工学
流れ学

自動制御
熱力学
応用熱力学

機械力学
振動工学
制御工学

熱機関

計測工学

構造力学
材料強度学

力学総合演習
基礎機械力学
生産加工学

基礎材料力学

小計（32科目）

専
門
科
目

専
門
展
開
科
目

専
門
基
礎
科
目

小計（9科目）
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【平成２８年度】

【平成２９年度】
　　　　 　　　　

・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「ステップアップ・イングリッシュ１」の兼任・兼担教員の配置を「12」から「13」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「英語コミュニケーションＡ２」の兼任・兼担教員の配置を「17」から「19」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「英語コンプリヘンションＡ１」の兼任・兼担教員の配置を「7」から「15」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コミュニケーションＡ１」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「13」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「英語コンプリヘンションＡ２」の兼任・兼担教員の配置を「7」から「14」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コミュニケーションＡ２」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「13」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「センテンス・ストラクチャ１」の兼任・兼担教員の配置を「20」から「19」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「英語コミュニケーションＢ１」の兼任・兼担教員の配置を「24」から「22」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「センテンス・ストラクチャ２」の兼任・兼担教員の配置を「21」から「19」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コンプリヘンションＢ１」の兼任・兼担教員の配置を「9」から「18」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コミュニケーションＢ１」の兼任・兼担教員の配置を「5」から「20」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コンプリヘンションＢ２」の兼任・兼担教員の配置を「7」から「17」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コミュニケーションＢ２」の兼任・兼担教員の配置を「7」から「15」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コンプリヘンションＣ１」の兼任・兼担教員の配置を「7」から「8」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コミュニケーションＣ１」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「4」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「アドバンスト・コンプリヘンションＣ２」の兼任・兼担教員の配置を「7」から「5」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コミュニケーションＣ２」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「4」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「日本語表現法」の兼任・兼担教員の配置を「12」から「14」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「異文化理解」の兼任・兼担教員の配置を「6」から「11」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数減少のため、「文学と芸術」の兼任・兼担教員の配置を「4」から「3」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「心理学」の兼任・兼担教員の配置を「1」から「2」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数減少のため、「身体と健康の科学」の兼任・兼担教員の配置を「5」から「4」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「政治と社会」の兼任・兼担教員の配置を「2」から「3」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数減少のため、「現代社会論」の兼任・兼担教員の配置を「5」から「3」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「課題探究セミナー」の兼任・兼担教員の配置を「19」から「22」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数減少のため、「総合学際科目」の兼任・兼担教員の配置を「17」から「11」に変更した。
・複数学科で開講しており、クラス数減少のため、「線形代数」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「2」に変更した。
・複数学科で開講しており、クラス数増加のため、「化学実験」の兼任・兼担教員の配置を「4」から「10」に変更した。
・複数学科で開講しており、クラス数減少のため、「物理学実験」の兼任・兼担教員の配置を「8」から「7」に変更した。
・教育効果を考慮し、「ものづくり基礎演習」の専任教員の配置を「准教授4」から「准教授6」、「助教4」から「助教3」に変更した。
・教育効果を考慮し、「ものづくり演習」の専任教員の配置を「准教授4」から「准教授6」、「助教4」から「助教3」に変更した。
・教育効果を考慮し、「機械工学概論」の専任教員の配置を「准教授4」から「准教授6」に変更した。
・理解力を深めるため、「基礎機械製図」の専任教員の配置を「准教授1」から「准教授2」、「助教3」から「助教2」に変更した。
・理解力を深めるため、「基礎機械力学」の専任教員の配置を「准教授1」から「准教授2」に変更した。
・理解力を深めるため、「機械製図」の兼任・兼担教員の配置を「0」から「1」に変更した。

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　
　　　　 　　　　

・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「ステップアップ・イングリッシュ１」の兼任・兼担教員の配置を「9」から「12」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「英語コミュニケーションＡ１」の兼任・兼担教員の配置を「7」から「15」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「ステップアップ・イングリッシュ２」の兼任・兼担教員の配置を「9」から「12」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「英語コミュニケーションＡ２」の兼任・兼担教員の配置を「7」から「17」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「センテンス・ストラクチャ１」の兼任・兼担教員の配置を「6」から「20」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「英語コミュニケーションＢ１」の兼任・兼担教員の配置を「4」から「24」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「センテンス・ストラクチャ２」の兼任・兼担教員の配置を「6」から「24」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「英語コミュニケーションＢ２」の兼任・兼担教員の配置を「4」から「26」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「英語コミュニケーションＣ１」の兼任・兼担教員の配置を「9」から「2」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「英語コミュニケーションＣ２」の兼任・兼担教員の配置を「9」から「2」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「日本語表現法」の兼任・兼担教員の配置を「10」から「12」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「情報処理」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「4」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「言語と文化１」の兼任・兼担教員の配置を「9」から「13」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「言語と文化２」の兼任・兼担教員の配置を「9」から「13」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「環境科学概論」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「4」に変更した。
・複数学科で開講しており、クラス数増加のため、「化学基礎」の兼任・兼担教員の配置を「2」から「3」に変更した。
・複数学科で開講しており、クラス数増加のため、「線形代数」の兼任・兼担教員の配置を「2」から「3」に変更した。
・演習内容の充実を図るため、「ものづくり基礎演習」の専任教員の配置を「准教授4」から「准教授6」、「助教4」から「助教3」に変更した。
・演習内容の充実を図るため、「ものづくり演習」の専任教員の配置を「准教授4」から「准教授6」、「助教4」から「助教3」に変更した。
・理解力を深めるため、「機械工学概論」の専任教員の配置を「准教授4」から「准教授6」に変更した。
・理解力を深めるため、「工業力学」の専任教員の配置を「准教授0」から「准教授1」に変更した。
・専門性を考慮し、「機械材料」の専任教員の配置を「教授1」から「教授0」、「准教授0」から「准教授1」に変更した。
・理解力を深めるため、「基礎機械製図」の専任教員の配置を「准教授1」から「准教授2」、「助教3」から「助教2」に変更した。
・理解力を深めるため、「材料力学」の専任教員の配置を「教授2」から「教授1」、「准教授0」から「准教授1」に変更した。
・理解力を深めるため、「構造力学」の専任教員の配置を「准教授0」から「准教授1」に変更した。
・理解力を深めるため、「先端機械工学」の専任教員の配置を「准教授4」から「准教授6」に変更した。
・理解力を深めるため、「機械工学実験１」の専任教員の配置を「准教授3」から「准教授5」、兼任・兼担教員の配置を「0」から「1」に変更した。
・理解力を深めるため、「機械工学実験２」の専任教員の配置を「准教授3」から「准教授4」、兼任・兼担教員の配置を「0」から「1」に変更した。
・理解力を深めるため、「ゼミナール１」の専任教員の配置を「准教授4」から「准教授6」に変更した。
・理解力を深めるため、「ゼミナール２」の専任教員の配置を「准教授4」から「准教授6」に変更した。
・理解力を深めるため、「卒業研究」の専任教員の配置を「准教授4」から「准教授6」に変更した。
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【平成３０年度】
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「ステップアップ・イングリッシュ１」の兼任・兼担教員の配置を「13」から「15」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「ステップアップ・イングリッシュ２」の兼任・兼担教員の配置を「12」から「11」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コミュニケーションＡ１」の兼任・兼担教員の配置を「13」から「14」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コミュニケーションＡ２」の兼任・兼担教員の配置を「13」から「14」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「センテンス・ストラクチャ１」の兼任・兼担教員の配置を「19」から「16」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「センテンス・ストラクチャ２」の兼任・兼担教員の配置を「19」から「21」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「英語コミュニケーションＢ２」の兼任・兼担教員の配置を「26」から「28」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コンプリヘンションＢ１」の兼任・兼担教員の配置を「18」から「20」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コミュニケーションＢ１」の兼任・兼担教員の配置を「20」から「21」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「アドバンスト・コンプリヘンションＢ２」の兼任・兼担教員の配置を「17」から「16」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「アドバンスト・コミュニケーションＢ２」の兼任・兼担教員の配置を「15」から「14」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「英語コミュニケーションＣ１」の兼任・兼担教員の配置を「2」から「4」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「アドバンスト・コンプリヘンションＣ１」の兼任・兼担教員の配置を「8」から「6」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「アドバンスト・コミュニケーションＣ２」の兼任・兼担教員の配置を「4」から「3」に変更した。
・教育効果を考慮し，「キャリアデザイン3」の兼任・兼担教員の配置を「1」から「0」に変更し，専任教員の配置を教授「0」から「1」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「異文化理解」の兼任・兼担教員の配置を「11」から「12」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「国際社会論」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「6」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「身体と健康の科学」の兼任・兼担教員の配置を「4」から「6」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「現代社会論」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「4」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「環境科学概論」の兼任・兼担教員の配置を「4」から「5」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数減少のため、「物理の世界と先端技術」の兼任・兼担教員の配置を「8」から「5」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数減少のため、「物質科学」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「2」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「課題探究セミナー」の兼任・兼担教員の配置を「22」から「23」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「総合学際科目」の兼任・兼担教員の配置を「11」から「13」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数減少のため、「イングリッシュアクティブラーニング３」の兼任・兼担教員の配置を「2」から「1」に変更した。
・教育効果を考慮し，「スポーツアクティブラーニング」の兼任・兼担教員の配置を「5」から「14」に変更した。
・複数学科で開講しており、クラス数減少のため、「化学実験」の兼任・兼担教員の配置を「10」から「8」に変更した。
・複数学科で開講しており、クラス数増加のため、「物理学実験」の兼任・兼担教員の配置を「7」から「8」に変更した。
・教育効果を考慮し、「ものづくり基礎演習」の専任教員の配置を整理して「准教授6」から「准教授5」、兼任・兼担教員の配置を「1」から「2」に変更した。
・教育効果を考慮し、「ものづくり演習」の専任教員の配置を整理して「准教授6」から「准教授5」、兼任・兼担教員の配置を「1」から「2」に変更した。
・教育効果を考慮し、「機械工学概論」の専任教員の配置を整理して「准教授6」から「准教授5」に変更した。
・理解力を深めるため、「工業力学」の専任教員の配置を「教授1」から「教授2」、「准教授1」から「准教授0」に変更した。
・理解力を深めるため、「基礎機械製図」の専任教員の配置を「教授0」から「教授1」、「准教授2」から「准教授1」に変更した。
・教育効果を考慮し、「熱力学」の兼任・兼担教員の配置を「1」から「0」に変更した。
・教育効果を考慮し、「応用熱力学」の専任教員の配置を整理して「教授1」から「教授0」、「准教授0」から「准教授1」に変更した。
・教育効果を考慮し、「応用流れ学」の兼任・兼担教員の配置を「1」から「0」に変更した。
・理解力を深めるため、「機械製図」の兼任・兼担教員の配置を「1」から「2」に変更した。
・理解力を深めるため、「計測工学」の専任教員の配置を「教授0」から「教授1」、「准教授1」から「准教授0」に変更した。
・教育効果を考慮し、「機械の技術史」の専任教員の配置を整理して「教授5」から「教授6」、「准教授4」から「准教授5」、兼任・兼担教員の配置を「2」から
「1」に変更した。
・教育効果を考慮し、「先端機械工学」の専任教員の配置を整理して「教授5」から「教授6」、「准教授6」から「准教授5」、兼任・兼担教員の配置を「2」から
「0」に変更した。
・教育効果を考慮し、「機械工学実験1」の専任教員の配置を整理して「准教授5」から「准教授4」に変更した。
・教育効果を考慮し、「ゼミナール1」の「教授5」から「教授6」、「准教授6」から「准教授5」、兼任・兼担教員の配置を「2」から「1」に変更した。
・教育効果を考慮し、「ゼミナール2」の「教授5」から「教授6」、「准教授6」から「准教授5」、兼任・兼担教員の配置を「2」から「1」に変更した。
・教育効果を考慮し、「卒業研究」の兼任・兼担教員の配置を「2」から「1」に変更した。
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【令和元年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「ステップアップ・イングリッシュ１」の兼任・兼担教員の配置を「15」から「9」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「英語コンプリヘンションA1」の兼任・兼担教員の配置を「15」から「14」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「アドバンスト・コミュニケーションＡ１」の兼任・兼担教員の配置を「14」から「11」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「英語コンプリヘンションＡ２」の兼任・兼担教員の配置を「15」から「13」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「アドバンスト・コミュニケーションＡ２」の兼任・兼担教員の配置を「14」から「13」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「センテンス・ストラクチャ１」の兼任・兼担教員の配置を「16」から「14」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「英語コミュニケーションＢ1」の兼任・兼担教員の配置を「22」から「20」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「センテンス・ストラクチャ２」の兼任・兼担教員の配置を「21」から「19」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「英語コミュニケーションＢ２」の兼任・兼担教員の配置を「28」から「26」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「アドバンスト・コミュニケーションＢ１」の兼任・兼担教員の配置を「21」から「18」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コンプリヘンションＢ２」の兼任・兼担教員の配置を「16」から「17」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「英語コンプリヘンションＣ１」の兼任・兼担教員の配置を「7」から「5」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数減少のため、「英語コミュニケーションＣ１」の兼任・兼担教員の配置を「4」から「3」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コンプリヘンションＣ１」の兼任・兼担教員の配置を「6」から「7」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コミュニケーションＣ1」の兼任・兼担教員の配置を「4」から「5」に変更した。
・習熟度別に開講しており、クラス数増加のため、「アドバンスト・コミュニケーションＣ２」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「4」に変更した。
・理解力を深めるため、「キャリアデザイン３」の専任教員の配置を「准教授0」から「准教授1」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「言語と文化1」の兼任・兼担教員の配置を「13」から「15」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「言語と文化2」の兼任・兼担教員の配置を「13」から「14」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「グローバル時代の法」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「4」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「政治と社会」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「5」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数減少のため、「環境科学概論」の兼任・兼担教員の配置を「5」から「4」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数減少のため、「物理の世界と先端技術」の兼任・兼担教員の配置を「5」から「4」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「物質科学」の兼任・兼担教員の配置を「2」から「3」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「課題探究セミナー」の兼任・兼担教員の配置を「23」から「24」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「イングリッシュアクティブラーニング1」の兼任・兼担教員の配置を「2」から「3」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「イングリッシュアクティブラーニング2」の兼任・兼担教員の配置を「2」から「3」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数減少のため、「スポーツアクティブラーニング」の兼任・兼担教員の配置を「14」から「13」に変更した。
・全学共通科目で開講しており、クラス数増加のため、「総合科学特論」の兼任・兼担教員の配置を「5」から「16」に変更した。
・教育効果を考慮し，「確率統計」の兼担・兼任教員の配置を整理して「2」から「1」に変更した。
・教育効果を考慮し、「ものづくり基礎演習」の専任教員の配置を整理して「准教授5」から「准教授6」、兼担・兼任教員の配置を「2」から「1」に変更した。
・教育効果を考慮し、「ものづくり演習」の専任教員の配置を整理して「准教授5」から「准教授6」、兼担・兼任教員の配置を「2」から「1」に変更した。
・教育効果を考慮し、「機械工学概論」の専任教員の配置を整理して「准教授5」から「准教授7」、兼担・兼任教員の配置を「1」から「0」に変更した。
・理解力を深めるため、「熱力学」の専任教員の配置を「准教授0」から「准教授1」に変更した。
・理解力を深めるため、「応用熱力学」の専任教員の配置を「教授0」から「教授1」、兼担・兼任教員の配置を「1」から「0」に変更した。
・教育効果を考慮し、「熱機関」の専任教員の配置を整理して「准教授0」から「准教授1」、兼担・兼任教員の配置を「1」から「0」に変更した。
・理解力を深めるため、「応用機械設計製図」の兼担・兼任教員の配置を「0」から「1」に変更した。
・教育効果を考慮し、「機械の技術史」の専任教員の配置を整理して「准教授5」から「准教授6」、「助教3」を「助教2」、兼担・兼任教員の配置を「1」から
「0」に変更した。
・理解力を深めるため、「先端機械工学」の専任教員の配置を「准教授5」から「准教授6」に変更した。
・理解力を深めるため、「機械工学実験1」及び「機械工学実験2」の専任教員の配置を「准教授4」から「准教授5」、兼担・兼任教員の配置を「1」から「0」に
それぞれ変更した。
・教育効果を考慮し、「ゼミナール1」及び「ゼミナール2」の専任教員の配置を整理して「准教授5」から「准教授6」、兼担・兼任教員の配置を「1」から「0」
にそれぞれ変更した。
・教育効果を考慮し、「卒業研究」の専任教員の配置を整理して「准教授5」から「准教授6」、兼担・兼任教員の配置を「1」から「0」に変更した。

[ 0 ] [ 0 ]

計

41 76 0 117 41 76 0 117

必修 選択 自由

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ）

[ 0 ] [ 0 ]
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、
　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

117

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

該当なし

＝ 0 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

該当なし

該当なし
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備考

大学全体

計

244,922〔31,637〕 3,953〔1,697〕 3,463〔3,450〕 2,760 0 0

263,540〔31,805〕
（258,244〔31,568〕）
（227,333〔26,477〕）
（219,867〔25,710〕）
（212,530〔25,153〕）

3,961〔1,839〕
（3,703〔1,705〕）
（3,660〔1,682〕）
（3,645〔1,676〕）
（3,953〔1,697〕）

2,760 0 0

263,540〔31,805〕
（258,244〔31,568〕）
（227,333〔26,477〕）
（219,867〔25,710〕）
（212,530〔25,153〕）

3,961〔1,839〕
（3,703〔1,705〕）
（3,660〔1,682〕）
（3,645〔1,676〕）
（3,953〔1,697〕）

5,789 [5,726]
（4,124〔4,111〕）
（4,139〔4,125〕）
（3,470〔3,457〕）
（3,463〔3,450〕）

3,457
（3,442）
（2,387）
（2,576）
（2,600）

（　　0 　）

5,789 [5,726]
（4,124〔4,111〕）
（4,139〔4,125〕）
（3,470〔3,457〕）
（3,463〔3,450〕）

3,457
（3,442）
（2,387）
（2,576）
（2,600）

（　　0 　） （　　0 　）

（　　0 　）

学部単位での特定不能
なため、大学全体の数

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

工学部
　　機械工学科

244,922〔31,637〕

機械・器具 標　　本
(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料

3,953〔1,697〕 3,463〔3,450〕

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設

(４) 専任教員研究室

新設学部等の名称 室　　　　　　数
専任教員の増加に伴う変
更(H28)

専任教員の増加に伴う変
更(H30)

工学部　機械工学科
15
14
12

室

語学学習施設

106 室
96 室

83 室
51 室
48 室

312 室
316 室
306 室

4 室
5 室

0 室

（補助職員　0 人） （補助職員　0 人）

飯岡校地の土地地籍の更
生・再測量に伴う変更
（H28）

合　　　計
487,999.86 ㎡
487,562.86 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
487,999.86 ㎡
487,562.86 ㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

 141,277.96 ㎡
141,326.55 ㎡
142,596.95 ㎡
142,602.53 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡

141,277.96 ㎡
141,326.55 ㎡
142,596.95 ㎡
142,602.53 ㎡

新食堂棟の工事計画変更
による数値変更(H28)

食堂棟及び購買棟の登記
確定、４号館附属施設
（ポンプ室）の解体、７
号館の解体、実験室〔NMR
（分子構造測定機器
室）〕の解体、講義棟建
設による数値変更（H29）

講義棟（７号館）の登記
数値確定に伴う校舎面積
の変更（H30）

 ( 141,277.96 ㎡）
 ( 141,326.55 ㎡）
（ 142,596.95 ㎡）
（ 142,602.53 ㎡）

（　　　　　0 ㎡） （　　　　　0 ㎡）

 ( 141,277.96 ㎡）
 ( 141,326.55 ㎡）
（ 142,596.95 ㎡）
（ 142,602.53 ㎡）

小　　　計 410,372.46 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 410,372.46 ㎡

そ　の　他
77,627.40 ㎡
77,190.40 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡
77,627.40 ㎡
77,190.40 ㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計
茜浜運動場
・新習志野校舎より徒歩5
分（約600m）
・津田沼校舎よりバス15
分（約4km）

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 157,062.46 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 157,062.46 ㎡

運動場用地 253,310.00 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 253,310.00 ㎡ 千種校地
・津田沼，新習志野両校
舎よりバス約40分（直線
約8km）
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体育館の登記確定による
数値変更（H29）

　　　　を併せて提出してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和元年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（元）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

12,100 千円

学生１人当
り

納付金

学生納付金以外の維持方法の概要 手数料収入、資産運用収入等により維持する。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

1,390 千円
1,350 千円

1,380 千円 1,410 千円 1,440 千円 -   千円 -   千円

学費見直しによる変更
（元）

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 1,100 千円 1,100 千円 図書購入費 6,700 千円 6,700 千円
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

6,700 千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 5,800 千円 5,800 千円 設備購入費 12,100 千円 12,100 千円

館内を整理したことによる収納可
能冊数の増加（H28）

設備拡充による閲覧座席数及び収
納可能冊数の増加（H29）

図書スペースの一部を用途変更し
たことによる閲覧座席数の減少
（H30）

館内を整理したことによる収納可
能冊数の増加（元）

4,707 ㎡
962

1,117
1,028

324,050
323,375
328,175
317,750
316,000

(７) 体　　育　　館

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

3,657.47 ㎡
3,674.79 ㎡

武道館・屋内練習場・野球場 陸上競技場・ ﾗ ｸ ﾞ ﾋ ﾞ ｰ ｻ ｯ ｶ ｰ場

(６) 図　　書　　館

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入
学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間
の学科の

み）

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍 年度 年度

人

工学部

　機械工学科 4 140 - 560
学士

（工学）
1.13 - 平成28

第1・2年次　新習志野校舎
千葉県習志野市芝園2丁目1番1号
第3・4年次　津田沼校舎
千葉県習志野市津田沼2丁目17番1号

　機械電子創成工学科 4 110 - 440
学士

（工学）
1.17 - 平成28 同上

　先端材料工学科 4 110 - 440
学士

（工学）
1.19 - 平成28 同上

　電気電子工学科 4 140 - 560
学士

（工学）
1.15 - 平成28 同上

　情報通信システム工学科 4 110 - 440
学士

（工学）
1.23 - 平成28 同上

　応用化学科 4 110 - 440
学士

（工学）
1.15 - 平成28 同上

　機械サイエンス学科 4 - - -
学士

（工学）
- - 平成15 同上 平成28年より学生募集停止

　電気電子情報工学科 4 - - -
学士

（工学）
- - 平成15 同上 平成28年より学生募集停止

　生命環境科学科 4 - - -
学士

（工学）
- - 平成15 同上 平成28年より学生募集停止

　建築都市環境学科 4 - - -
学士

（工学）
- - 平成15 同上 平成28年より学生募集停止

　デザイン科学科 4 - - -
学士

（工学）
- - 平成15 同上 平成28年より学生募集停止

　未来ロボティクス学科 4 - - -
学士

（工学）
- - 平成18 同上 平成28年より学生募集停止

創造工学部

　建築学科 4 140 - 560
学士

（工学）
1.15 - 平成28 同上

　都市環境工学科 4 110 - 440
学士

（工学）
1.16 - 平成28 同上

　デザイン科学科 4 120 - 480
学士

（工学）
1.20 - 平成28 同上

先進工学部

　未来ロボティクス学科 4 120 - 480
学士

（工学）
1.15 - 平成28 同上

　生命科学科 4 110 - 440
学士

（工学）
1.12 - 平成28 同上

　知能メディア工学科 4 110 - 440
学士

（工学）
1.22 - 平成28 同上

情報科学部

　情報工学科 4 140 - 560
学士

（情報科学）
1.15 - 平成13 同上

　情報ネットワーク学科 4 140 - 560
学士

（情報科学）
1.16 - 平成13 同上

社会システム科学部

　経営情報科学科 4 110 - 440 学士
（経営情報科学）

1.14 - 平成13 同上

　プロジェクトマネジメント学科 4 110 - 440 学士
（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）

1.14 - 平成13 同上

　金融・経営リスク科学科 4 60 - 240 学士
（リスク科学）

1.24 - 平成21 同上

学部全体 - 1,990 - 7,960 - 1.16 - - 同上

４．既設大学等の状況

　千葉工業大学
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入
学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間
の学科の

み）

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍 年度

人

工学研究科

　機械サイエンス専攻　博士前期課程 2 80 - 160
修士

（工学）
0.87 - 平成16

千葉県習志野市津田沼2丁
目17番1号

　電気電子情報工学専攻　博士前期課程 2 70 - 140
修士

（工学）
0.75 - 平成16 同上

　生命環境科学専攻　博士前期課程 2 80 - 160
修士

（工学）
0.63 - 平成16 同上

　建築都市環境学専攻　博士前期課程 2 80 - 160
修士

（工学）
0.46 - 平成16 同上

　デザイン科学専攻　博士前期課程 2 40 - 80
修士

（工学）
0.51 - 平成16 同上

　未来ロボティクス専攻　修士課程 2 30 - 60
修士

（工学）
1.28 - 平成21 同上

　工学専攻　博士後期課程 3 24 - 72
博士

（工学）
0.26 - 平成16 同上

情報科学研究科

　情報科学専攻　博士前期課程 2 70 - 140
修士

（工学）
0.37 - 平成16 同上

　情報科学専攻　博士後期課程 3 4 - 12
博士

（工学）
0.08 - 平成16 同上

社会システム科学研究科

マネジメント工学専攻　博士前期課程 2 40 - 80
修士

（工学）
0.26 - 平成16 同上

マネジメント工学専攻　博士後期課程 3 2 - 6
博士

（工学）
1.66 - 平成16 同上

大学院　博士前期課程（修士課程）全体 - 490 - 980 - 0.62 - - 同上

大学院　博士後期課程　全体 - 30 90 - 0.33 - - 同上

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

（専攻科及び別科を除く）。
・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている
場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。
・「平均入学定員超過率」の考え方は「大学設置等に係る提出書類の作成の手引き（平成31年度改訂版）」と同じです。
・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

記入してください。

　千葉工業大学
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　および、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

［　1　］ ［　2　］ ［　0　］ ［　0　］ ［ 3 ］

6 6 0 3 15

［　0　］ ［ 3 ］

6 6 0 3 15

10 5

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

設置時の計画 現在（報告時）の状況

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員数【大学】

（5） （4） （0） （3） （12）

3 15

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ｄ）

5 4

歳 名 名

年齢構成

0

　（２）－③　年齢構成

0 3 12
6 6

［　1　］ ［　2　］ ［　0　］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 0 0

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= 0 ％
15

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
15

= 125 ％
12
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時期

時期

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

該当なし

該当なし

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

辞任した教員数

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

後任補充状況の集計（Ｅ）

専任教員氏名 必修・選択・自由の別 辞任等の理由担当予定科目 後任補充状況

③の合計数（c）

合計（Ｄ）

該当なし

番　号 職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

①の合計数（a） ②の合計数（b）

該当なし
担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ③の合計数（c）

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数

0
0

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

番　号

①の合計数（a） ②の合計数（b）

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

該当なし

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = #DIV/0! ％
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

該当なし

該当なし

該当なし

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（○○年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（○○年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（△△年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（□□年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（□□年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（□□年）

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、調査結果が公表された年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

該当なし

42



設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

　　　　　　　　　　　　賞を表彰し，前期及び後期の結果を総合しベストティーチャー賞を表彰している。
　　・　授業点検書：全授業を対象に担当教員が各学期終了後に作成している。
　　・　ＦＤフォーラム：講演会，ポスターセッションなどを実施している。
　　・　授業公開：授業アンケートにより高評価の授業について授業公開を実施している。
　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）
　　・　ＦＤフォーラム（講演会）：「日本高等教育評価機構が行う第3期機関別認証評価について」（参加者数150名）
　　・　ＦＤフォーラム（ポスターセッション）：発表件数34件（教員）6件（職員）（参加者数159名）

　　・　授業公開：前期９科目（参加者数30名）後期11科目（参加者数31名）

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　　・　教員には，教授会で報告し，学内の教職員情報サイトで公開している。
　　・　学生には，学内のポータルサイトを通じて，アンケート結果の一部を公開している。

　ａ　実施内容

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　　　ＦＤ委員会　（関係規程：千葉工業大学ＦＤ委員会規程）
　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）
　　　ＦＤ委員会（構成:委員長・委員長の指名する専任教員若干名・学生センター部長・学生センター教務課長）
　　　は，原則毎月1回以上開催し，全ての開催について委員長を除く３分の２以上の委員が出席している。
　ｃ　委員会の審議事項等
　　　(1) ＦＤ推進のための企画及び実施に関する事項
　　　(2) ＦＤに関する報告書等の作成に関する事項
　　　(3) 学長から諮問された事項
　　　(4) その他ＦＤの推進に関する事項
②　実施状況

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況
　　・　各教員が授業内容，方法を改善するために授業点検書を作成し，ＦＤ委員会に提出している。
　　　　委員会では，その分析結果を教員および学生に対して，学内のポータルサイトを通じて，授業点検書の要点に
　　　　ついて公開をしている。

　　・　授業アンケート実施及び公開
　　・　授業点検書
　　・　ＦＤフォーラム
　　・　授業公開
　ｂ　実施方法
　　・　授業アンケート：全授業を対象に受講学生に対して各学期末に実施し，高評価の教員に対しグッドレクチャー

　ａ　実施の有無及び実施時期
　　・　全授業を対象に受講学生に対して各学期末に実施している。
　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　ａ　委員会の設置状況

７　その他全般的事項

＜工学部　機械工学科＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制

該当なし 該当なし

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）
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　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

①　体制

 該当なし

　ｄ　その他

 該当なし

 該当なし

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

 該当なし

　ａ　委員会の設置状況（各区分を踏まえた委員構成を踏まえた委員の追加や交代状況含む）

 該当なし

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

 該当なし

　ｃ　委員会の審議事項等

 該当なし

②　審議状況

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

　ａ　審議した内容
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　設置の趣旨・目的の達成にむけて、開設初年度は、組織的な学生募集により当初計画通りの入学者選抜試験を実施
し、入学定員140人に対して入学者159人、開設２年目である平成29年度は148人、開設３年目である平成30年度は173
人、開設４年目は156人を受入れた。
　また、完成年度を迎え、設置の趣旨に掲げた人材育成目標の達成するため、設置計画に基づく授業科目（教養基礎科
目31科目、教養共通科目23科目、教養特別科目9科目、専門科目54科目）を開設するとともに、当該科目を担当する教員
（専任15人、兼担59人、兼任108人）の採用及び発令を行った。
　施設設備の整備計画は、平成29年度に３月下旬に新習志野校舎の学生厚生施設・体育施設を当初計画通り竣工し、設
置計画に基づく整備を行った。
　管理運営については、教授会をはじめとする各種委員会等、教学面における管理運営体制の下、教育研究活動の水準
の一層の向上に努めている。

（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

（注）・　今後公表する予定の場合は、「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は、

　　　　「無」にマルを記入してください。

　ａ　ホームページへの公表予定の有無　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表無の場合の特段の理由　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　ｂ　公表有の場合の公表（予定）時期　　（　令和元年５月31日　　）

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和元年度）

　　・平成29年度に実施した自己点検・評価を平成30年３月に公表

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページ上に公開（平成30年３月）

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

③　認証評価を受ける計画

　　・令和２年度に（財）日本高等教育評価機関の評価を受審する予定。
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